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G o o d  L i fe ,  G o o d  Jo b !

社会の変化や価値観の多様化により、私たちのライフスタイルは大きく

変わりつつあります。近年、誰もが誇りをもってはたらき、豊かになれる

社会のあり方を模索する試みが多数行われています。20 1 4年度で3回

目を迎えるG o o d J o b !展では、障害のある人やその周辺で生まれつつ

ある魅力的なプロダクトやユニークな取り組みに、そのヒントがあるの

ではないかと考え、さまざまな事例を紹介してきました。今年は、全国

5ヵ所（北海道・東京・愛知・福岡・兵庫）を舞台に、アート・デザイン・

ビジネス・福祉の分野をこえ、出会いと仕事が生まれる場づくりを展開、

新たな活動の萌芽が育まれつつあります。
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2 0 1 4 .

1 1 / 28 ( f r i . ) - 30 ( s u n . )

開場時間  1 1 : 00～20 : 00
会場  渋谷ヒカリエ 8 F 8/COURT［東京都渋谷区渋谷2 - 2 1 - 1］

T O K Y O 東京展

テ
ー
マ

 R E P O R T  
障害福祉だけでなく、より広い範囲で多様な角度から“はたらき方”を見つめ、“インクルー

シブ・ビジネス”という社会構造を考えるセミナーとなった。障害のある人が研修に貢献

する講座、定年後の生きがいを支える役割づくりや、妊娠・出産後の女性のキャリア形成、

これらは現代社会において生きづらさを抱える人たちへの明るいモデルを提示した。

日時　2014年1 1月27日（木） 1 9:00～21 : 00　 

会場　コクヨファニチャー株式会社 霞が関ライブオフィス コミュニティサロン

インクルーシブビジネスと

ダイバーシティマネジメント

スピーカー：田村大（株式会社リ・パブリック 共同代表）、原田恵（株式会社リ・パブリック 

アシスタントディレクター）、有我昌時（株式会社かじワン 社長、株式会社高齢社 取締役）、

河内律子（コクヨ株式会社RDIセンター MANABI L AB. リーダー／WorMo’ 編集長）

 S E M I N A R  東京セミナー

2 0 1 5 .

1 / 23 ( f r i . ) - 2 5 ( s u n . )

開場時間  1 0 :00～ 20 :00
会場  天神イムズ B 2 F イムズプラザ［福岡県福岡市中央区天神 1 -7-1 1］

F U K U O K A 福岡展

テ
ー
マ

 R E P O R T  
「どのように商品を開発し、販売するためにどんな活動をしているのか」、商品を製造・販売

しつづけている民間企業にとっては日常的なことも、「ケア」を中心とする福祉の現場では

両立が難しいのが現状。これを解決する方法のひとつとして、行政・企業・NP Oとの連携・

協働があり、その具体的な事例として福岡市と京都市の事例について学んだ。

日時　201 5年 1月2 4日（土） 1 4 : 00～ 1 7 : 00　　会場  イムズ 1 0 F セミナールームＡ

価値を生みだすネットワーキング　

～これからの働きかたと仕組みを考える～

スピーカー：播磨靖夫（一般財団法人たんぽぽの家 理事長）、黒松祐紀（株式会社キャナ

ルエンターテイメントワークス）、江藤憲章（福岡市保健福祉局障がい者部障がい者在

宅支援課）、藤井雅子（はあと・フレンズ・ストア ストアマネージャー）、坂巻譲理（京都

市保健福祉局障害保健福祉推進室 係長）

 S E M I N A R  福岡セミナー 2 0 1 5 .

3 / 6 ( f r i . ) - 8 ( s u n . )

開場時間  10 :00～ 19:00（※最終日のみ 1 7 : 00まで）

会場  K I I TOデザイン・クリエイティブセンター神戸・
 ギャラリーA［兵庫県神戸市中央区小野浜町 1 - 4］

H Y O G O 兵庫展

テ
ー
マ

 R E P O R T  
障害のある人のアート（表現）を活用するためにデザイナーと連携するとき、福祉職員は

時間やスキルを理由にデザイナーに任せ、思考停止に陥ることが少なくない。アートを

いかにデザインし、いかに商品にしていくか。モノをつくるとはどういうことか。その過程

と意義を知ることで、福祉とデザインのこれからの関係性を考えるセミナーとなった。

日時　201 5年 3月7日（土） 1 4 : 00～ 1 7 : 00　

会場　K I I TO デザイン・クリエイティブセンター神戸・ギャラリーＡ

福祉とデザインの関わりかた

スピーカー：播磨靖夫（一般財団法人たんぽぽの家 理事長）、高橋孝治（デザイナー）、

芦田晃人（株式会社フェリシモC.C.P「U N I C O L A RT（ユニカラート）」代表）、原田祐馬

（UMA /design farm）

 S E M I N A R  兵庫セミナー

2 0 1 4 .

1 1 / 21 ( f r i . ) - 24 ( m o n . )

開場時間  10:00～19:00（※最終日のみ 16:00まで）

会場  北海道新聞社 1階 DO - BOX［北海道札幌市中央区大通西 3-6］

 S E M I N A R  北海道セミナー  

 R E P O R T  
１回目に続き、アートとデザインの可能性を考える機会となった。上田さんからは「アートを

通してインクルーシブな社会をつくっていくことの大切さ」、前川さんからは「デザインす

る」ためには想いを伝えたい対象、その誰かにどう伝えるかの重要性が話された。北海道の

事例では子どもの発達と表現活動の関わり、重度の障害のある人との実践が報告された。

日時　201 4年1 1月23日（日） 1 4:00～ 1 7:00　 会場　さっぽろテレビ塔 2階貸ホール

障がい者アート×デザインセミナー＠北海道  Vo l . 2

～アートのもつ創造性を福祉の現場にいかそう～

スピーカー：森下静香（一般財団法人たんぽぽの家 常務理事）、上田祐嗣（アートセン

ター画楽 代表）、前川亜希子（デザイナー）、卜部奈穂子（児童デイサービス ペングアー

ト 代表）、菊地里奈（社会福祉法人北光福祉会 向陽園 アート活動支援室ぴかり 支援員）

テ
ー
マ

P R O D U C T   製品の開発　

テーブル  株式会社伊千呂×A b l e  A r t  C o m p a n y、テキスタイル 株式会社フェリシモ

C . C . P  「U N I C O L A R T」、レインウェア 久野染工場×G oo d  J o b !プロジェクト、チェア 

コクヨファニチャー株式会社×A b l e  A r t  C o m p a n y、ステーショナリー コクヨアート

プロジェクト、ペーパーアイテム d o t、テキスタイル たいせつプロダクト、ステーショナ

リー p o R i f f、カレンダー 西淡路希望の家、アクセサリー ぽんめのこ、ストール 百々染、

手織りマット s a l v i a×クラフト工房L a M a n o、タイポグラフィ・プロダクト L a b o r a to r i o 

Z anzara （イタリア）、バッグ TOHE （ベトナム）、ステーショナリー rawside （韓国）

S C H E M E   協働の仕組み

A b l e  A r t  C o m p a n y、s p e c i a l  m i x、ときめきプロジェクト、はあと・フレンズ・プロ

ジェクト、ハチエイチ

M E D I A   伝えるメディア　

『コトノネ』、『ariya .』、『C o - C o Life ☆  女子部』、『STIR』

主催：一般財団法人たんぽぽの家　後援：北海道、愛知県、札幌市、名古屋市、神戸市、福岡市、

公立大学法人札幌市立大学、北海道新聞社　助成：日本財団　特別協賛：株式会社丹青社、

 トヨタ自動車株式会社　協賛：株式会社国際デザインセンター、株式会社ソフィア、株式会社

竹尾、株式会社西山ケミックス、株式会社ハーバー研究所、株式会社プリプレス・センター、

コクヨファニチャー株式会社、明治安田生命保険相互会社、WARDROBE by DHC　地域協

賛：株式会社特殊衣料、九州ろうきん　協力：イムズ、渋谷ヒカリエ、一般社団法人北海道

チャレンジドアート&プロダクツ、N P O法人エイブル・アート・ジャパン、N P O法人まる

会場構成：dot architects　メイングラフィック：U MA /de sign farm　映像制作：中村太紀

出展リスト

2 0 1 4 .

1 2 / 1 2 ( f r i . ) - 1 4 ( s u n . )

A I C H I 愛知展

テ
ー
マ

 R E P O R T  
障害のある人を「いかに支援するか」ではなく、障害のある人が「アート（精神労働）とデザ

イン（才知）を通じて、いかに社会に貢献していくか」を考えた。唐津や有松地域でのデザ

インを通した地域づくりの事例を学び、障害のある人が単なる支援対象ではなく、社会に

価値を創造する存在として、地域活性化や伝統産業に貢献する可能性を探った。

日時　201 4年 1 2月1 3日（土） 1 4 : 00～ 1 7 : 00　

会場　国際デザインセンター6Ｆ セミナールーム3

福祉と企業の協働から生まれる

地域ブランディング

スピーカー：播磨靖夫（一般財団法人たんぽぽの家 理事長）、佐藤直之（Root s 代表）、

久野浩彬（有限会社絞染色 久野染工場 取締役専務）、浅野 翔（デザインリサーチャー）、

小林大祐（一般財団法人たんぽぽの家 スタッフ、G o od Job!プロジェクト事務局）、江坂

恵里子（株式会社国際デザインセンター 海外ネットワークディレクター）

 S E M I N A R  愛知セミナー

開場時間  1 0:00～20 : 00
会場  国際デザインセンター・デザインギャラリー／ナディア

パーク2Fアトリウム・イベントスペース ［愛知県名古屋市
中区栄 3 -1 8 -1  ナディアパーク・デザインセンタービル］

H O K K A I D O 北海道展

会場となる、北海道新聞社 1階にある道新プラザのギャラリー「DO -BOX」は、札幌市時計

台の斜め向かいという好立地にあり、関心の高い人が多く来場した。アートやデザインを

通して障害のある人の仕事づくりを支援する、一般社団法人北海道チャレンジドアート&

プロダクツのメーリングリストを見て来場したという人も多く、新たな交流が生まれた。

昨年に引き続き、渋谷ヒカリエの8 /C OU R Tにて。一般の来場者に加えて、協働し

ている企業やA b l e  A r t  C o m p a n y登録作家、出展関係者のほか、L a b o r a t o r i o 

Z a n z a r aやT O H Eといった海外関係者も来場した。出展者自身による展示説明や

交流会などを経て、来場者や関係者間の交流が促進された。

北海道展と同じく初の開催となり、ナディアパーク内の 2会場で展示。有松染めの

久野染工場×Good Job!プロジェクトによるレインウェア、デザイナーとの協働によ

りオリジナルの家具を開発している伊千呂×Able Ar t Companyのテーブルなど、

地元愛知の企業に関連する展示もあり、関心を集めた。

昨年に引き続き、会場となったイムズプラザ。地下街と直接連絡しているため、通行

人が賑やかに行き交う。福岡市発の障害者施設の商品力及び販売力の強化を目的と

する「ときめきプロジェクト」など、行政と福祉に活気のある福岡。その街の空気を

反映してか、展示・セミナーともに非常に多くの人が来場した。

神戸に本社があるフェリシモの「UNICOL ART」の展示・販売があったほか、新たに製

品化されたコクヨアートプロジェクトの取り組みも展示。関連イベントとして、poRiffの

ワークショップが開催され、K I I TOという会場の特性もあってか、デザイナー・クリエイ

ター関係者が多く来場した。今年度の巡回展の最後を締めくくるイベントとなった。

 の べ

40 2 人

 の べ

5 2 5 人

来
場 者 数

 の べ

4,426 人

 の べ

3,5 9 8 人

 の べ

6,7 9 0人

 R E P O R T  
北海道では“障害のある人のアート×デザイン”をテーマにしたセミナーがはじめてと

いうこともあり、「なぜ福祉の現場でアートに取り組むのか」「施設や地域はどのように

関わっていくのか」を考えることからスタート。障害のある人の仕事や生きがいにつな

がる先進事例を共有、アートの可能性とコミュニティの活性化について議論した。

日時　201 4年9月2 7日（土）1 4 : 00～ 1 7 : 00　会場　札幌市教育文化会館研修室30 1

スピーカー： 播磨靖夫（一般財団法人たんぽぽの家 理事長）、山下完和（社会福祉法人

やまなみ会 やまなみ工房 施設長）、高野賢二（NP O法人L a  M a n o  クラフト工房L a 

Mano 施設長）、柴田尚（特定非営利活動法人S-AIR 代表）、早坂清花（社会福祉法人札

幌協働福祉会 アートセンターあいのさと 支援主任）、加納尚明（一般社団法人北海道

チャレンジドアート＆プロダクツ 代表理事）

P R E - S E M I N A R  北海道プレセミナー

障がい者アート×デザインセミナー＠北海道

～個性を活かす障がい者アートの

未来をデザインしよう～

Good Job!  201 4 -201 5 Review
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経路をつなぐことの大切さを理解し、

商品化へと進むための良い機会に！

活動を知ってもらえるきっかけに！

「G J !展」のターゲット層は活動への関心が強

く、認知度も高まっている印象を受けました。

たびたび足を運んでくださるお客さまや、実店

舗に足を運び、ご購入いただいた方もいらっ

しゃって、コアなファンが確実に増えていると

体感。展覧会の社会的価値に加え、今後は、実

売という経済的価値を両立できる、共有価値

の創造へ発展していくことを願います。

UNICOLARTは、障害のある人の可能性を発信

するプロジェクトとして201 4年にスタートし

たばかり。今回の参加で、商品を手にしたお客

さまの声を直接聞けたり、メディアの方に取り

上げていただいたり、プロジェクトについて多

くの方に知っていただける大変貴重な機会と

なりました。今後も障がい者アートを通じた価

値、可能性の発信を積極的に進めていきます。

有限会社ジェイズファクトリー

たいせつプロダクト事業部

株式会社フェリシモ

U N I C O L A R T 代表 tor i n o ko

鬼塚淳子さん 芦田晃人さん 白鳥裕之さん
小山裕介さん

の想い、その実現にアイデアを思い描く人、道具や
方法を考える人、実際にその仕事をカタチあるも
のにしていく人、それを社会に伝えていく人、販売
する人、受け取る人……、それが幾重にも見えてき
たという感じですね。結局、障害のあるなしに関わ
らず、それぞれが“自分の仕事”と“社会のなかでの
自分の仕事”について考えはじめていて、少し抽象
的な表現になりますが、そのムードがようやく色
を帯びてきたかな、というのが率直な感想です。

 今年開催する上で意識したこと、
 また昨年との違いなどあれば
 教えてください。

森下： 公募形式を取り入れたことですね。今回は、
自分たちがまだ出会っていないプロダクトやつ
くり手、取り組み、思想と出会えるように、そして
「G o o d  J o b !」の考えをもっと多くの人に知っても
らえるようにと出展物の公募を実施したんです。そ
の結果、今年は海外の事例も含め、プロダクトだけ
ではなく取り組みを支える仕組みや社会に伝える
メディアも紹介することができました。

樋口： その効果もあってか、前回の“オシャレな”プ
ロトタイプの展示とは異なり、成果物だけでなく制
作背景を伝えたくなる商品が多かったように思い
ます。関わった人たちの存在、最終的にそのかたち
になった意味、そしてそれをデザインした人たちの
意思が融合した魅力的な展示会場ができ、来場者と
も自然にコミュニケーションを楽しめました。
柴崎： 東京事務局では、昨年度の「G J !展」終了後、
事務所を訪れる方やお会いする方たちに、「 G J !と
いうプロジェクトがありまして……」としつこく
『Good Job! Document』を手渡してきました。こ
のプロジェクトでは、展覧会やセミナーという一
過性のものだけではなく、そこで生まれた交流を
はじめ、日常を通して考えていくことが大切だと
感じたからです。東京展では期間中に、若いスタッ

 「G J !展」をふりかえって、
 感想を聞かせてください。

樋口： 「G J !展」がはじまって3年。各地で展覧会を
行ってきましたが、「いい仕事」を見せるだけでなく、
「いい仕事とは？」ということを考える場も提供で
きたと思います。展覧会を行っていくなかで、さま
ざまなクリエイターとの関わりが生まれ、「今後ど
のような仕事をしていきたいのか？」「どんな仕事
を見てほしいのか？」を思い描く良い機会にもな
りました。同時開催したセミナーでは「障害のある
人たちとの新しい働き方」を、各地のさまざまな先
駆的事例から発表していただき、また、参加者も福
祉施設関係者をはじめ、行政関係者、企業関係者な
ど他分野の方々に参加いただき、各地での障害のあ
る人たちとの新しい取り組みにちょっとしたきっ
かけをつくれたと思います。
森下： 昨年度の3会場からさらに増えて、今年度、
全国 5会場で開催し感じたのは、各地の違いでし
た。「障害のある人と一緒に新しい仕事をつくって
いきたい !」という熱い想いは共通ですが、実行委
員として関わる地元の人たちも来場者も、地域に
よって抱えている課題や状況も異なります。北海
道では、ちょうど障害のある人たちと新しいアー
トやデザインの仕事をつくっていこうという団体
が立ち上がったばかりで、まずは障害のある人の
アートが、いま全国でどのような動きになってい
るかを共有するため、セミナーを開催しました。福
岡では、障害者アートの支援を行う福岡市の先進
的な取り組みもあり、改めて、それを仕事につなげ
ていきたいと強い関心をもつ人たちが集まってき
ました。「G J !展」の役割も、地域によって異なるこ
とを実感しましたね。

柴崎： 私が東京展の現場に立ってみて感じたの
は、ようやく私たちの思う「仕事」がぼんやりとで
すがカタチになってきた、またムードとして見え
てきた、という感覚でした。障害のある人の仕事へ

―  201 4年度で3回目を迎えるG ood Job !展（以下、
「G J !展」）では、初の試みとして公募を実施しました。
全国から集まった、多様なプロダクトや取り組みを紹
介。また北海道・東京・愛知・福岡・兵庫の 5会場で、総勢
1 5 ,000人の来場者を迎え、新たな協働のきっかけや商
談が生まれました。その展覧会の企画・運営を裏で支え
た事務局の 3人が本展をふりかえりました。

Q 1

Q 2

Q 3

Go o d J ob!プロジェクト事務局

代表理事

樋口 龍二さん
代表理事

N P O法人まる

森下 静香さん
常務理事

一般財団法人
たんぽぽの家

柴崎由美子さん

N P O 法人
エイブル・アート・
ジャパン

プロダクトのファンやリピーターが、 多くの人が集う現場に参加したことで、 客観的な意見や課題をいただき、

確実に増えていると実感しました！ たくさんの刺激を受けました！

dotのペーパーアイテムシリーズをつくりは

じめてまだ日が浅いなか「G J !展」に参加し

て、貴重な体験ができました。多くの方にご意

見をいただくことやほかの出展者の方と仕事

や問題点など、情報交換の場をもつことがで

き、たくさんの刺激をいただきました。今回の

展示を通じて、私たちの今後に必要なことも

少しずつ見えてきたと感じています。

福岡のGJ!セミナーにて、行政との連携や、“も

のを売ること”についてお話しさせていただき

ました。たくさんのご来場があり、みなさんの

関心の高さを感じました。発表に備えこれまで

の活動を振り返り、他都市の取り組みを知るこ

とで、また新たな課題を見つけることができま

した。今後も、人と人をつなぐ拠点としてさま

ざまな発信を続けていきたいです。

展覧会に出品させていただくことによって、カ

レンダーの魅力を改めて発見できたことが最

大の収穫でした。手描きの数字を使ったスタイ

ルにして3年目となると、毎年楽しみにしてく

ださるお客さんがいらっしゃるという実感も

じわじわと沸いてきています。今後は、楽しい

数字探しを続けることはもちろん、サイズや仕

様についても新たに考えていきたいです。

はあと・フレンズ・ストア

ストアマネージャー

藤井雅子さん

発信することで現状の問題や、 オリジナルカレンダーの魅力を、 お客さま一人ひとりとお話しし、

可能性に気づくことができました！ 改めて発見することができました！ 魅力を伝える大切さを再確認！

ブースを訪れたお客さまに、さまざまな種類の

植物で染めていること、1枚 1枚のストールに

染めたときのストーリーがあることなど、商品

の特徴を説明しました。とても驚かれ、自然の

優しく美しい色合いに感動される方も多かっ

たです。百々染の大きな魅力であるつくり手の

姿を直接お伝えするなかで、一人ひとりと対話

する大切さを改めて感じました。

どの作品も素敵でしたが、やはり作者の個性が

際立った作品には、強烈な魅力を感じました。

技法や丁寧さももちろん大切ですが、本人のつ

くりたいと言う意思やちょっとした遊び心を

感じられる作品は、見る人の共感をより一層得

られることを再認識しました。忘れがちではあ

りますが、ものづくりにおいて当たり前な部分

を再度勉強させていただいた気持ちです。

「G J !展」の会場は、出展者と直接コミュニケー

ションが取れたり、参加施設の様子がわかる映

像があったりと、プロダクトの背景が見える空

間でした。poRiffとしては、今まで伺う機会が

なかなか取れなかった場所への巡回が叶って、

我々が大切にしている制作者のストーリーと

一緒に poRif fを全国にお届けできたことを、

とても嬉しく思っています！

コクヨファニチャー株式会社

デザイナー

藤木 武史さん

社会福祉法人
ノーマライゼーション協会
西淡路希望の家　美術部 代表

金武啓子さん

poRi f f 代表

薮内都さん

いぶき福祉会 第ニいぶき

ブランドマネージャー

初瀬尾久美子さん

フリーランス／

久野染工場デザインリサーチャー

浅野翔さん

作者がもつ“個”のパワーの
つくり手のストーリーとともに、

重要性を改めて認識！
商品を全国に届けることが可能に！

「G J !展」は、実験的な「つくってみた」から、流

通までの経路をつなぐことの大切さを理解す

る機会となりました。モノと人との関係を考え

てきたデザインの領域が、モノを生み出す環境

と人との関係、モノをめぐる人との関係にまで

拡張しています。会場で「欲しい！」と言って

くださったみなさんに届くよう、これから商品

化に向けて調整を進めたいです。

G ood J o b !展  201 4 - 201 5をふりかえって

G ood J o b !展  201 4 - 201 5に参加して

R E V I E W   f rom Organizer

R E V I E W   f rom par t icipants

フが自発的に交流会を企画しました。多様な関わ
りをしている人たちが、リラックスして情報交換
したり、お酒を飲んだり、楽しむ様子を見て、私は
「これがまさしく肝！」と感じましたね。手前味噌
ですが、こうした内発的な動きをそれぞれが重ね
ていくことが大きなムードをつくることにつなが

ると思うのです。

 今後の展開・展望について、
 教えてください。

樋口： 僕のなかで「G J !展」は、社会に対して「でき
る！」を見せるライブツアーだと考えています。箱
（会場）のなかで生まれたさまざまな価値や考え方
のコールアンドレスポンスが、枠を飛び越え人の
存在や役割を活かしていく。従来の場所や情報を
見直しながら、その価値を生かしていく人々の関係
が各地で生まれているんです。また、それらを今後
のライブ（展示）にも盛り込んでいきたいですね。
柴崎： 個人的には、私たち自身も日々の現場で実
践を重ねていくことが必要だと思っています。特
に東北では、その動きを継続しているんです。私は
樋口くんの言う「コールアンドレスポンス」を瞬時
にはできませんが（笑）、コールに対して、どんなレ
スポンスをするのが良いのか、じっくりと周りの
人材や環境を見ながら組み立てたいと思います。
さらに、「G J !展」が展覧会形式の軸をもちながら
も“仕事”として成立させるための役割を担う必要
性について、あちこちからご意見いただきました。
20 1 5年は、そのことに応える年だと思っています。
森下： そうですね。私は、今回改めて、「G J !展」に出
展いただいているプロダクトもスキームも思想も
1 つに限定するものではなく、今まさに、いろいろ
な人と協働してつくりあげていくものなんだろう
なと感じて。アート、デザイン、仕事の新しいかたち
を提案できることが「Good Job !」の醍醐味だと感
じています。来年はまた、これまでとは異なる新たな
かたちを、多くの人とつくっていきたいです。

兵庫で行われたセミナーの様子。「福祉とデザインの関わりかた」を

テーマに、プレゼンやディスカッションが行われた。

取り組みの仕組み自体もダイアグラム形式で展示。取り組みの背

景を伝えるために記録映像を放映するなど新しい試みも。

「Good Job! プロジェクト」を紹介する『Good Job! Document』。

2 01 3年度より、これまでに 4号発行。展示会場にも設置された。
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201 4
公募開始

今年度の新たな試みとして公募を開始。Webサイトや

メール、郵送などでGood Job!な取り組みを広く呼びか

ける。今年度はプロダクトのみならず、プロジェクトやは

たらき方の仕組みなど対象を広げました。

7.1 - 8 .1 8

2 0 1 4 . 1 1 . 2 1 ( f r i . )  G o o d J o b ! 、 北海道 展覧会スタート !

展示内容決定
出展のための調整を行っていた他の出展物も加え、120

件のうち、最終的に25件の取り組みを展示内容として

公表しました。「製品の開発」「協働の仕組み」「伝えるメ

ディア」といった展示カテゴリーも決定。このほか、協

賛企業の社会貢献事業の紹介を目的とした展示スペー

スも用意することになりました。

10. 26

「Good Job !展 201 4 - 201 5」の

オフィシャルWebサイトを公開。

展覧会やセミナーの最新情報をはじめ、動画やブログ、

Facebookと連動して展示取り組みや展覧会のお知ら

せ、来場者の紹介などの情報を発信しました。

We bサイト公開

8. 22

アドバイザーとの意見交換

8.1 9 - 8. 2 6

一人ひとりできることは違います。その違いを許す“つなが

り”こそクリエイティビティの源泉。居心地の良い“はたらき”

を創意工夫で生み出した事例がたくさん集まりましたね。

C O M M E N T

アドバイザー：塩瀬隆之［京都大学准教授］

はたらき方の視点から塩瀬隆之さん（京都大学 准教

授）、ソーシャルな視点から田村大さん（Re:public 共

同代表）、デザインの視点から原田祐馬さん（U M A /

design farm 代表）という立場も考え方も異なる3名

に、公募アドバイザーをお願いしました。アドバイザー

との意見交換を経て、展示内容を検討しました。

一次結果発表
審査は難航しましたが、公募に自薦・他薦があった 1 2 0

件の取り組みのうち、一次結果発表として8件の取り

組みをWe bサイトにて公表しました。

9.1 3

輸送計画決定
今回の巡回展では、1 2フィートコンテナ 1台に、展示物

や展示什器、販売物、配布物などをすべて収めて、鉄道

やトラックで移動をすることにしました。

1 1 .1

プレセミナー実施

9.27

セミナーには、函館、釧路、網走といった遠隔地からも多数の

参加者があり、北海道の潜在性が確認できたと思います。ま

た、アンケートから「作品発表の場が少ない」、「事業者の理解

が不足」などの生の声が聞けたことや参加者をつないだメー

リングリストができ、成果が生まれました。

C O M M E N T

プレセミナー担当：小野尚弘［一般社団法人北海道チャレ
ンジドアート＆プロダクツ 事務局長］

「～個性を活かす障がい者アー

トの未来をデザインしよう～」

というテーマで、一般社団法人

北海道チャレンジドアート＆プ

ロダクツとの共催で、「G J !展」の開催を視野に入れた

事前セミナーを行いました。動画撮影

1 0.23 -1 0. 30

展示、広報に使用する動画を撮

影。今回は有限会社絞染色久野

染工場でのワークショップ、視覚

障害者支援総合センター内にあ

るチャレンジでの「dot pap er 

item series」の製造現場、就労継続支援B型事業所・

オーロラでの「poRiff」製造現場を取材しました。

メイングラフィック完成

1 1 . 2

昨年度はさまざまなプロダクトのアイコンを作成。今年度は

商品がつくられる過程もダイアグラム化し、プロセスを伝え

ていくためのデザインを目指しました。

C O M M E N T

メイングラフィック担当：U MA/design farm

展覧会のメイングラフィックとそれを

使用したチラシが完成。用紙は協賛とし

て株式会社竹尾よりご提供いただきま

した。完成と同時に、広報活動としてメ

ディアや自治体、文化・情報拠点、福祉施

設、障害とアートに関心の高い個人など

に対して発送作業を行いました。

ドキュメント0 4発行
昨年度から発行しているドキュメント

の最新号 vol.04を発行しました。今年

度の展示内容を反映し、コンテンツをリ

ニューアル。展示に参加してくださった

方々の商品に込めた想いや工夫、プロセ

スが伝わる充実の内容になりました。

1 1 . 2 1

トレーラー動画公開

11.19

撮影させていただいた方々とは、たくさんお話できた気がし

ます。映像で伝えられることは限られていますが、Good Job!

の活動とともに福祉を考えるきっかけになれば幸いです。

C O M M E N T

動画制作担当：中村太紀

Web告知用トレーラー動

画が完成。動画での広報は、

今回がはじめての試みでし

たが、各取り組みの背景が

伝わり好評でした。

展示プラン決定
まずは、北海道展と東京展の展

示会場プランが決定。同時に、

ショップスペースでの取り扱い

商品のラインナップが決定しました。

1 1 .1 0

今年度はプロダクトの展示だけでなく、仕組み・メディア・動

画・模型などの多様な展示物に臨機応変に対応でき、あくま

でも展示物の引立て役となる什器づくりを目指しました。

C O M M E N T

会場構成担当：赤代武志 ［dot architects］

G o o d Jo b ! 展  2 0 1 4 - 2 0 1 5 ができるまで

Back s tage  Repor t

Good Job! 
Center

http://goodjobproject.com/

Good Job! プロジェクトでは、

障害のある人の新しいはたらき方を

創出するための仕組みや取り組み、

プロダクトなどの情報を集めています。

G ood  J ob !  2 0 1 5 - 2 0 1 6

C A L L
for

E N T R I E S !

C A L L
for

E N T R I E S !
自薦・他薦

 問わず !

一緒に仕事をつくりだす
企業やクリエイター、サポーター、
ここで働いてみたい障害のある人を

募集しています！

【お問い合わせ】
一般財団法人たんぽぽの家 内 　Good Job! センター設立準備室
Tel  0742-43-7055　Fax  0742-49-5501　
E-mail  goodjob@popo.or.jp


